
― 第 ２４ 次 調 査 報 告 ― 

Copyright by Board of Education,Kumamoto Prefectural Office

２００４年３月 

熊本県立装飾古墳館分館 

歴史公園鞠智城・温故創生館 

鞠　智　城　跡 





鞠智城跡は、東アジア情勢が緊迫した7世紀後半に、大和朝廷によ

り築城された古代山城の一つです。全国的にも数が少なく九州では他

に、大野城跡（福岡県）、基肄城跡（佐賀県）、金田城跡（長崎県）の

三城跡があり、いずれも国の特別史跡に指定されています。鞠智城跡

におきましても、平成16年2月27日付け官報告示により、晴れて国

史跡となりましたことは喜ばしいかぎりでございます。

この鞠智城跡について、熊本県教育委員会では、昭和42年度から今

年度までに25次の発掘調査を実施してきました。その結果、貴重な遺

構や遺物が数多く発見され、平成12年度からは、「県総合計画」にお

いて、「歴史公園の完成をめざして」調査と整備を継続することが提唱

され、歴史公園化に向けた発掘調査の継続と、その成果に基づく整備

事業の推進を図って参りました。また、平成14年度からは歴史公園鞠

智城・温故創生館がオープンし、見学者の活用面においてもより一層

の充実が図られています。

本書は、昨年度に実施した第24次調査の成果と第23次調査の成果

の一部をまとめたものです。

発掘調査の実施にあたりましては、文化庁及び鞠智城跡保存整備検

討委員会の先生方からご指導をいただくとともに、菊鹿町教育委員会

並びに菊池市教育委員会、また、地元の皆様など多くの方々のご協力

を賜りました。ここに厚くお礼を申し上げます。

平成16年3月31日

熊本県教育長 田　中　力　男
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１．本書は熊本県教育委員会が平成14年度に実施した国庫
補助事業の発掘調査報告書である。

２．調査現場での遺構実測・写真撮影・遺物取り上げにつ
いては、各調査員が実施した。

３．調査に係る自然科学分析については、パリノ・サーヴ
ェイ株式会社に委託した。

４．本書に使用した方位とグリッドは、国土座標を用いた。
５．遺物の整理・実測・拓本と遺構・遺物のトレースは、

矢野裕介、中山圭が主に行い、川上寧子、徳永澄子、
菊川直美、青木絵美、原田里美の補助があった。

６．図版の遺物写真の縮尺は、須恵器、土師器を約1／2、
瓦を約1／3に設定した。

７．本書の執筆は、矢野が主として行い、瓦の記述を中山
が担当した。

８．本書の編集は熊本県立歴史公園鞠智城・温故創生館で
行い、矢野が担当した。
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第１節　調査に至る経緯及びその組織

１　調査に至る経緯
鞠智城跡の第24次調査（文化庁国庫補助事業）は、平成14年度鞠智城跡整備事業に伴い実施した。調査

の主たる目的は、南側土塁線B地点〔鹿本郡菊鹿町木野2001ほか〕土塁断面の写真撮影、長者山西地区〔鹿

本郡菊鹿町米原531-1、531-2ほか〕で検出された72号建物跡の建物規模の把握及び貯水池跡北側〔鹿本郡菊

鹿町米原640ほか〕における池構造の解明にあった。なお、南側土塁線B地点と長者山西地区の調査につい

ては、第23次調査の継続調査として実施した。

調査報告書の作成は平成15年度に実施したが、その内容については、南側土塁線B地点及び72号建物跡

の調査成果は第23次調査との関連から前報告に掲載し、貯水池跡北側（40トレンチ）の調査成果を本報告

として掲載した。また、未報告であった貯水池跡28トレンチF・G地区出土遺物（第22次調査成果）を本報

告に加えた。

２　調査の組織
1）発掘調査（平成14年度）

調査主体　　　　熊本県教育委員会

調査責任者　　　古澤哲男（熊本県立装飾古墳館長）

調査総括　　　　大田幸博（副館長兼歴史公園鞠智城・温故創生館長）

調査事務　　　　田中良幸（文化財整備交流課長）

上村修治（参事）

調査担当者　　　村崎孝宏（参事）

矢野裕介（主任学芸員）

原口隆志（主事、菊鹿町教育委員会）

中山　圭（嘱託）

調査指導　　　　河原純之（川村学園女子大学人間文化部教授）

小田富士雄（福岡大学人文学部教授）

岡田茂弘（東北歴史博物館長）

甲元眞之（熊本大学文学部教授）

安原啓示（元文化庁主任調査官）

坂上康俊（九州大学大学院人文科学研究院教授）

板楠和子（九州ルーテル学院大学助教授）

小西龍三郎（九州造形短期大学デザイン科教授）

今村克彦（熊本城復元専門員）

調査協力　　　　菊鹿町教育委員会

菊池市教育委員会

菊鹿町米原地区

菊池市堀切地区
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2）報告書作成（平成15年度）

責任者　　　　　古澤哲男（熊本県立装飾古墳館長）

総　括　　　　　大田幸博（副館長兼歴史公園鞠智城・温故創生館長）

担　当　　　　　村崎孝宏（参事）

矢野裕介（主任学芸員）

原口隆志（主事、菊鹿町教育委員会）

中山　圭（嘱託）

第２節　調査の方法と経過

１　調査の方法
前節で述べたとおり南側土塁線B地点及び72号建物跡については前報告に掲載したため、ここでは貯水池

跡北側の調査方法について述べる。

貯水池跡は長者原台地北に派生する谷部に位置する（第1図）。谷基部に当たる南東部に端を発し、中央

付近で膨らみ北へ屈曲する南北に長い平面形状を呈し、約5,300㎡の規模を有する。これまでの調査は、池

跡屈曲部より南側に集中し、28トレンチ各地区において貯木場跡、取水口跡、石敷遺構、堰堤跡、木組遺構

（水汲み場跡）などの各遺構を検出してきた。なかでも、第22・23次調査における堰堤跡の検出は、堰堤を

間仕切りとした貯水構造が想定されたという点で画期的な成果といえる。この成果を受けて、第24次調査

では、池跡屈曲部北側における堰堤の把握を主たる目的とした。

堰堤の構造の概要については次節で述べるが、基本的には水成粘土層に似た積土で形成されており、その

検出作業は極めて困難なことが予想された。そのため、堰堤が取り付くことが想定される場所を池跡西岸の

うち中央に大きく張り出した2箇所（南側、北側）に求め、池岸のラインが一部かかる西寄りに、50m×

10mの南北に長いトレンチ（40トレンチ）を設定した（第2図）。第24次では、そのうち南半分（A地区）

の確認調査を実施することとなった。

調査箇所の掘削については、重機による表土剥ぎの後、人力による層位掘削を実施した。掘削により生じ

た土砂は、ベルトコンベア、キャリアダンプを使い、廃土場まで運搬した。

遺物の取り上げについては、覆土上層（40トレンチ2～4層）出土の遺物は層一括で取り上げ、下層の明

確な水成粘土層（40トレンチ5～7層）出土の木製品及び樹木等については出土状況を図化し、また、同層

出土の土器、瓦等の遺物についても出土地点を記録した。木製品及び遺物等の細片については層一括として

取り上げた。なお、覆土上層については、調査の中途で、平成9年度の貯水池跡範囲確認調査時に使用した

と思われるピンポールが水成粘土層との間から見つかり、トレンチ埋土であることを確認した。水成粘土層

については、池跡の古環境復元のため、土壌化学分析等の自然科学分析を実施し、また、出土木製品のうち、

木板形状のものは木簡の可能性があったため、福岡市埋蔵文化財センター等において赤外線照射により墨痕

の有無を確認した。

また、小堰堤の有無を最終的に確認するため、40トレンチA地区南張り出し部分については、小トレンチ

を設定して断ち割り調査を実施し、層序の把握を行った。

２　調査の経過
貯水池跡40トレンチA地区の調査は、平成14年10月15日から平成15年2月21日までの期間で実施した。

重機による表土（1層）剥ぎ後、手作業による層位掘削を実施した。遺物の混入がみられたため、2層～4層

についても丁寧な掘削を実施したが、12月5日、④層下面からピンポールが検出され、④層まではトレンチ

埋土であることが判明した。
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第1図　鞠智城跡全体図



12月11日より⑤層以下の水成粘土層の掘削に入ったが、⑤層はトレンチにより削平され比較的薄い堆積

であったためその翌日には⑥層の掘削に入った。⑤層からは、瓦片、須恵器など数点の遺物が検出された。

⑥層の掘削においては、小型の板状木製品を6点検出した。これら木製品については、翌年の1月8日に装飾

古墳館において赤外線カメラによる墨痕の有無の確認作業を行い、さらに、10日、福岡市埋蔵文化財センタ

ーにおいて同様の作業をした。その結果、墨痕は確認されなかった。15日には、池底までの掘削を終了した。

それ以降、作業は写真撮影及び図面作成となる。17日に完掘状況の写真撮影を行い、21、22日の両日で、

池底の図面作成を終了した。その後、調査区の完掘状況の平面図、西壁土層断面図の作成を終え、最後に、

池底の木製品等の取り上げを行い、2月5日に完了した。14日から、調査区南の張り出した池岸構造の確認

のため小トレンチを設定して掘削を開始した。その結果、当初削り出した地山と認識していた各層は、土器、

瓦等の細片を包含しており、積土であることが判明した。21日に当該箇所の写真撮影及び土層断面の実測を

し、調査の全行程を終了した。

第３節　貯水池跡の調査について

１　調査の現状
貯水池跡の存在が明るみになったのは平成9年度のことである。長者原地区における遺構保護のための盛

土造成工事に伴い、貯水池跡が所在する谷部に調整池の設置が計画された。そのため、第19次調査として、

遺構等の有無の確認調査が実施され、水成粘土の存在とそれが面的な拡がりを見せることが判明した。

当該調査において、計32本のトレンチを設定して水成粘土と地山との境を確認したところ、約5,300㎡と

大規模な池跡であることが判明した。鞠智城跡出土の「秦人忍□五斗」と墨書された1号木簡は、当該調査

時の28トレンチからの出土となる。このことから池跡を鞠智城跡の重要遺構と位置づけ、第22次以降、継

続的に調査を実施している。28トレンチを拡張する形で、第20次ではA・B・C・D地区、第21次ではE・

F地区、第22次ではF地区、第23次ではF・G地区の調査を実施し、当該調査で6次目となる。

これまでの調査において明らかとなった池跡の構造や機能に関する所見は、以下のとおりである。

まず、水の確保については、主として自然湧水であったことが明らかとなっている。池底は砂礫の透水層

まで掘削され、各所に湧水を認める。また、取水口も検出され、渇水期には長者山北の谷部から導水してい

た可能性が指摘されている。また、貯水方法については、堰堤の検出により各所で間仕切りを設け、貯水量

を調整したことが想定された。池の利用については、飲用水は勿論のこと、28トレンチA・B地区から建築

材等を水浸けした貯木場跡が検出されたことを受け、多用途の使用が指摘される。池の管理については、池

の周りに柵を巡らせていたことも明らかとなっている。

２　各遺構について
貯水池跡については、これまで取水口、石敷遺構、貯木場跡、柱列、木組遺構、堰堤跡などの遺構が検出

されている。ここでは、それら遺構の概要について述べる。

取水口と石敷遺構

池跡28トレンチの西側端部で検出した遺構である。南西方向に派生する小谷の開口部に位置し、小谷か

らの水の取り込みには最適の場所となる。

池岸が南西方向に入り込んだ箇所の奥壁に断面略台形の溝跡の掘り込み、その前面には直径約5cm、長さ

約10cmの3本の立杭を検出した。立杭のうち2本は奥壁と平行に配置される。小谷には渇水時期の補助池が

想定されており、導水施設の一部と考えられている。

また、これら遺構から約6～7m離れた箇所に石敷遺構がある。幅約3～4m、比高差約20～30cmの帯状の

ー4ー



ー5ー

第2図　貯水池跡トレンチ配置図
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高まりが直交方向に延び、地山である白色粘土の上面には礫が敷設される。導水施設からの水流の調整機能

があったものと考えられている。

貯木場跡

池跡28トレンチA・B地区で検出した遺構である。比較的広い面積を有するものと思われるが、A地区と

B地区とでは出土材等に相違が見られ、貯木箇所が細分化されていた可能性が高い。

池下となるA地区においては、大きいもので長さ約4～4.2m、直径約15～16cmの桁材や片側を円錐状に

切断した柱材など大型建築材を検出した。柄も2点出土しているが、大型材の占める割合が大きい。これに

対して、池上となるB地区は木舞と考えられる細材が数本単位にまとまったものや巻いた蔓など主に小型材

を検出した点で相違する。

これら材の固定については、枕木を敷いたり、立杭で留めたり、あるいは平瓦を重しとするなどの工夫が

随所で見られる。

柱列

池跡28トレンチE・F地区の池岸で検出した遺構である。F地区では、一定の間隔で並んだ計6基の柱穴

を検出した。平面形状は径19～37cm大の円形あるいは楕円形を呈し、深さ23～39cmの平底となる。E地

区においても同規模の柱穴を数基検出しており、柱穴の規模等にばらつきはあるものの、池岸を巡る柵状の

施設が想定される。

木組遺構

池跡28トレンチF地区の池底近くで検出した遺構である。平面形状は東西幅282cm、南北幅233cmの略方

形を呈し、木組基底面より深さ約23～29cmで砂礫の透水層に達する。計6本の木材と2個の礫で構成されて

おり、木材については主に転用材が使用されており、一部に「えつり孔」が認められる。木組固定のための

立杭も検出した。

堰堤跡

池跡28トレンチG地区で検出した遺構である。28トレンチC地区南西壁断面上でその存在が明らかとなり、

平面的な検出により池岸に向かって撥状に開く堰堤であることを確認した。

地山（黄褐色砂礫層）を削り込んで基底部を造り出し、その上に砂質土・粘質土を交互に積む構造で、C

地区南西壁面においては底幅386cm、高さ73cmの断面略台形を呈した。積土の最下層については、堰堤基

部の安定化を図るため粗朶を敷く工夫が認められた。平面形状は、池岸に向かって開く撥形を呈する。

この堰堤跡を境に木組遺構と貯木場跡が配置されており、池跡の区画としての機能があると同時に、一部

に堰を設けて水量を調節する役割を果たしていたものと思われる。
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第１節　貯水池跡40トレンチA地区の調査

１　トレンチの設定について
前章で述べたとおり、貯水池跡北側に、約50m×10mの南北に長いトレンチ（40トレンチ）を設定した。

当該トレンチは池跡内に想定される堰堤跡の検出を主目的としており、池跡北側のうち堰堤の推定箇所と

して、池跡の西岸ラインが池中央に大きく張り出した岸2箇所（南側、北側）が考えられた。第23次調査に

おいて堰堤跡の検出の難しさを実感したため、比較的容易な池岸と堰堤の取り付き部の把握を第一の目的と

し、当該2箇所を含めた池跡西岸に寄せるような形をとった。

第24次調査では、そのうち南半分、A地区の調査を実施した。

２　調査区の層序
貯水池跡の範囲確認については、平成9年度に計32箇所にトレンチを設定して調査を実施している。特に、

当該トレンチを設定した西岸側については、池岸を追うような形で池跡の範囲確認を行っているため、調査

区上層のほとんどが既にトレンチとして掘削された状況であることが確認された。当該トレンチにおいて残

存する水成粘土の堆積層は、検出した池跡底から約50cm程度であった。

水成粘土堆積層は、砂粒混入の割合から区分される。暗灰色の色調をベースに、上から砂粒無し、砂粒多

量混入、砂質といった砂粒の多少により細分される。当初、平成9年度トレンチ埋土の把握ができず当該土

層も分層したため、都合上、水成粘土層をそれぞれ、5、6、7層（第3図西壁土層図）として調査を実施し

た。砂粒の多少のほか遺物の包含状況にも相違があり、5層からは土器、瓦など9点（うち8点掲載　第6図

4、11、13、15、第7図5、8、第8図1、2）を検出し、6層からは板状木製品など、加工木材を数点、7層か

らは枝などの樹木片が主に占め、2箇所で池の造成の際に伐採されたと思われる樹根が地山の砂礫層に食い

込んだ形で検出された。また、前時代のものと思われる土器の細片が若干認められた。このほか、出土遺物

第Ⅱ章 調査の成果

第1表　　貯水池跡の基本層序 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑮ 

暗褐色土。粘質で、赤色が強い。カーボン混入。 
青灰色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。 
黒色粘土。部分的に存在。砂粒・カーボン・黄褐色粒混入。 
青灰色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。 
黒色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。 
青灰色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。 
淡褐色粘土。下部に灰色粘土が多い。カーボン・砂粒混入。 
茶褐色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。2～3cmの礫含む。遺物多量に含む。 
灰褐色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。 
青灰色粘土。カーボン・1～2mmの砂粒混入。 
青灰色粘土。⑩層よりやや黒い。カーボン混入。 
灰緑色粘土。下部に固くしまる部分がある。固い部分は青緑色を呈し、砂粒が多い。カーボン混入。 
淡黒色粘土。砂粒・カーボン混入。 
灰黒色土。砂粒多量に含む。⑬層との境に黒色の炭化物層が約1cmの幅で入る。下部に約2cmの幅で淡黒色の砂層が部分的に入る。 
黒茶褐色砂礫土。多量の小木質片を含む。縄文後・晩期、弥生後期の土器、石器が出土する。 

層序 土　層　所　見 

※貯水池跡28トレンチD地区南壁による。 
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第3図　40トレンチA地区平面及び西壁土層図
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第4図　40トレンチA地区池底検出状況
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第5図　40トレンチA地区南張り出し部土層図

については、調査区北側の張り出し岸の窪みに残存していた水成粘土層から土師器盤2個体分（第7図2、3）

を検出した。

貯水池跡の基本層序については、第21次調査時に実施した28トレンチD地区南壁の土層観察から、計15

層（第1表）に区分した。40トレンチ各層との対比については、砂粒等の包含状況から5層→⑪層、6層→⑬

層、7層→⑭層に対応するものと考えられる。

３　遺構について
40トレンチA地区南側の張り出した箇所については、掘削当初、表面がしまりの強い褐色土であったため、

地山削り出しにより整形したものと把握していた。しかし、調査の終盤、調査区西壁沿いに北側を断ち割る

小トレンチ（約1.5m×0.5m×0.8m）を設定して調査を実施したところ、当該張り出し部の上層は、積土に

より整形されたことが判明した。

当該箇所の平面規模は調査区外に跨るため判然としないが、池底からの残存高は調査区西壁で1.55mを測

る。頂部は平坦で、法面の勾配は同西壁で約45°となる。頂部から下約75cmまでは積土により、その下は、

地山削り出しにより整形する。積土は3層に区分され、1層はしまりの強い褐色土層で、不純物はほとんど

入らない。2層、3層は灰色系粘質土層で、3層はやや青みを帯びる。両層とも遺物（いずれも細片）を包含

し、3層からは平瓦、須恵器片（未掲載）を出土した。トレンチ内における各層の厚さは、1層15cm以上、

2層19～27cm、3層13～31cmと比較的厚く、粗雑な感を与える。28トレンチC地区南西壁の堰堤跡の積土

層において観察された粗朶を包含する層は確認できなかった。基底面の地山は比較的安定した灰白色粘質土

層であるのに対し、堰堤跡の地山が砂粒の多い淡褐色粘質土層であった点で相違する。

４　出土遺物
40トレンチA地区の出土遺物については、そのほとんどが平成9年度池跡範囲確認トレンチ埋土（以下、

「上層」という。）出土であり、先述したとおり、残存した水成粘土層からの検出は少ない。出土状況につい

ては、28トレンチ各地区に比べ散発的な印象を与える。
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第6図　40トレンチA地区出土
須恵器実測図
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須恵器

第6図は40トレンチA地区から出土した須恵器の実測図である。出土地点については、そのほとんどが上

層からの出土であり、4、11、13、15のみ5層から出土した。

1～3は蓋である。1は天井部片である。径2.8cm、高さ0.6cmと扁平なつまみを持つ。2は口縁～体部片で

ある。端部内側に極少化したかえりを持つ。比較的丁寧な回転ナデ調整が施されており、ゆるやかに湾曲し

ながら天井部へと移行する。3は口縁～天井部片である。体部は直線的で、天井部は平たく整形される。口

縁部外器面に段を伴う。天井部は切り離し後、未調整で粗雑な感を与える。4は坏底部片である。やや丸底

で、外底面は切り離し後、ナデ調整を施す。5、6は高台付坏の底部片である。両者は高台の位置及び形状が

相違する。5が底部端よりやや内側に位置し、やや外傾しながら端部を外方向につまみ出すのに対し、6は

底部端に位置し、ほぼ垂直で断面逆台形の形状となる。7～10は高坏である。7は坏部片で、底部からゆる

やかに内湾しながら体部へ移行する。3条の沈線がその屈曲箇所に巡り、比較的丁寧な作りである。8は脚

部片で、外器面に丁寧なナデ調整を施す。9、10は脚端部片である。9は器壁が薄く、外反しながら下り端

部は斜め下に屈曲する。端部は平たい。10は端部近くでやや外反し僅かに内側に屈曲する。屈曲部外器面は

突帯状となる。11、12は甕の胴部片で、11は外器面に不整方向のナデ調整を施し、内器面には平行文当て

具痕が残る。12は外器面に細格子状文タタキを施し、内器面には同心円当て具痕が残る。13～16は甕の口

縁部～肩部片である。13の口縁部はやや外反しながら立ち上がり、端部は断面三角形の形状となる。肩部外

器面には縦方向の平行文タタキを施す。くびれ内器面に豆粒状圧痕あり。14はやや外反しながら立ち上がり、

端部は丸く外器面下方を内側に折り込む。15はやや外傾しながら立ち上がり、端部は平たい。3条の沈線が

巡る。16はやや外反しながら立ち上がり、端部近くでやや直立させ、端部を平たく仕上げる。屈曲部には大

小2条の突帯が巡り、屈曲部よりやや下がったところに、3条の沈線が巡る。また、2条の粗雑な波状文を施

す。

第7図　40トレンチA地区出土
土師器実測図
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第8図　40トレンチA地区出土
平瓦実測図

土師器

第7図は40トレンチA地区から出土した土師器の実測図である。出土地点については、2、3が池岸残存粘

土層、5、8が5層から出土し、その他は上層一括遺物となる。

1は坏片である。底部は丸底で、底部と体部との境に段を有する。体部はやや外傾しながら立ち上がり、

口縁端部は丸い。器壁が0.5～0.8cmと比較的厚い。底部は切り離し後、未調整。2、3は盤で、比較的丁寧

な作りである。2は底部が広く安定感があり、体部は外傾しながら立ち上がるのに対し、3は底部径が小さ

く、体部を緩やかに外傾し、端部近くでほぼ直立させる点で相違する。両者とも内・外器面に丹塗りを施す。

4は口縁部片である。緩やかに内湾しながら立ち上がり、端部は尖る。内器面に黄褐色のペースト状の付着

物が認められる。5は胴部片で、器壁が0.3～0.4cmと薄い。胎土はよく精選されており、外器面にハケ目調

整、内器面に不整方向のナデ調整を施す。6、7は短頸甕片である。6は小型品で、胴部最大径が16.2cmと小

さく、口縁部は外傾しながら立ち上がるのに対し、7はやや大きく、口縁部は外反しながら立ち上がる。両

者とも、端部を丸く仕上げる。8は台付甕の台部である。台部は外傾しながら下り、端部近くで外方向に延

び、端部を丸く仕上げる。外器面に丹塗りを施す。

平瓦

第8図は40トレンチA地区出土の平瓦である。

1は粗めの胎土で製作されたため、著しく磨耗している。その為、凹面にわずかに布目痕が確認できる以

外は調整が不明瞭である。2は凹面に布目痕、模骨痕が確認できる。凸面は全体的に凹凸が激しく調整痕が

皆無であることから、なんらかの理由で元の面が削られ、残存していないものと見られる。



ー14ー

第2表　　遺物観察表① 
第６図 

1 
 
 
 
2 
 
 
3 
 
 
 
4 
 
 
5 
 
 
 
6 
 
 
 
7 
 
8 
 
 
9 
 
 
10 
 
 
11 
 
 
12 
 
 
13 
 
 
 
14 
 
 
 
15 
 
 
16

40トレンチ 
 
 
 
40トレンチ 
 
 
40トレンチ 
 
 
 
40トレンチ 
№2 
 
40トレンチ 
 
 
 
40トレンチ 
 
 
 
40トレンチ 
 
40トレンチ 
 
 
40トレンチ 
 
 
40トレンチ 
 
 
40トレンチ 
№4 
 
40トレンチ 
 
 
40トレンチ 
№1 
 
 
40トレンチ 
 
 
 
40トレンチ 
№8 
 
40トレンチ 

上層一括 
 
 
 
上層一括 
 
 
上層一括 
 
 
 
5層 
 
 
上層一括 
 
 
 
上層一括 
 
 
 
上層一括 
 
上層一括 
 
 
上層一括 
 
 
上層一括 
 
 
5層 
 
 
上層一括 
 
 
5層 
 
 
 
上層一括 
 
 
 
5層 
 
 
上層一括 

須恵器蓋 
天井部 
 
 
須恵器蓋 
口縁～体部 
 
須恵器蓋 
口縁～天井部 
 
 
須恵器坏 
底部 
 
須恵器高台付坏 
底部 
 
 
須恵器高台付坏 
底部 
 
 
須恵器高坏 
坏部 
須恵器高坏 
脚部 
 
須恵器高坏 
脚部 
 
須恵器高坏 
脚部 
 
須恵器甕 
胴部 
 
須恵器甕 
胴部 
 
須恵器甕 
口縁～肩部 
 
 
須恵器甕 
口縁～くびれ部 
 
 
須恵器甕 
口縁部 
 
須恵器甕 
口縁部 

細砂粒少量 
黒色粒微量 
 
 
細砂粒少量 
雲母粒中量 
黒色粒微量 
細～大砂粒中量 
 
 
 
細砂粒微量 
雲母粒中量 
黒色粒微量 
微砂粒少量 
黒色粒少量 
 
 
細中砂粒少量 
黒色粒少量 
 
 
細砂粒中量 
黒色粒多量 
細砂粒中量 
黒色粒微量 
 
微砂粒中量 
雲母粒微量 
黒色粒少量 
細砂粒微量 
黒色粒少量 
 
細砂粒多量 
黒色粒少量 
 
細砂粒微量 
 
 
細砂粒微量 
黒色粒微量 
 
 
細砂粒中量 
黒色粒少量 
 
 
細～大砂粒多量 
雲母粒微量 
 
細～大砂粒多量 
黒色粒多量 

つまみ径　2.8 
つまみ高　0.6 
器高　（1.8） 
厚さ　0.5～ 0.7 
口径　（14.4） 
器高　（2.4） 
厚さ　0.3～ 0.5 
口径　（14.4） 
器高　2.6 
厚さ 0.3～ 0.9 
 
底径　（6.8） 
器高　（1.5） 
厚さ　0.4～ 0.9 
器高　（2.9） 
高台径　（8.8） 
高台高　（0.6） 
厚さ　0.3～ 0.8 
器高　（1.4） 
高台径　（10.8） 
高台高　0.5 
厚さ　0.5～ 0.8 
器高　（3.6） 
厚さ　0.4～ 0.7 
脚部径　（4.4） 
器高　（4.4） 
厚さ　0.5～ 0.9 
脚径　（11.0） 
器高　（1.8） 
厚さ　0.4～ 0.6 
脚径　（14.2） 
器高　（1.8） 
厚さ　0.6～ 0.8 
最大長　（11.5） 
最大幅　（6.2） 
厚さ　0.6～ 1.0 
最大長　（4.4） 
最大幅　（5.0） 
厚さ　0.6 
口径　（23.4） 
くびれ径　（17.9） 
器高　（6.6） 
厚さ　0.6～ 1.0 
口径　（33.0） 
くびれ径　（27.8） 
器高　（5.6） 
厚さ　0.7～ 1.1 
口径　（32.0） 
器高　（9.3） 
厚さ　1.2 
口径　（47.0） 
器高　（7.3） 
厚さ　0.6～ 0.8

（内）明ｵﾘｰﾌﾞ灰色 
（外）明ｵﾘｰﾌ灰～暗灰色 
 
 
（内）灰白色 
（外）灰色 
 
（内）灰色 
（外）灰色 
 
 
（内）灰色 
（外）灰色 
 
（内）灰白色 
（外）灰色 
 
 
（内）灰白色 
（外）灰白色 
 
 
（内）灰白色 
（外）灰白～暗灰色 
（内）灰色 
（外）灰色 
 
（内）明ｵﾘｰﾌﾞ灰色 
（外）明ｵﾘｰﾌﾞ灰色 
 
（内）明ｵﾘｰﾌﾞ灰～ｵﾘｰﾌﾞ灰色 
（外）明ｵﾘｰﾌﾞ灰～ｵﾘｰﾌﾞ灰色 
 
（内）灰色 
（外）暗灰色 
 
（内）灰白色 
（外）灰色 
 
（内）灰色 
（外）灰白～暗灰色 
 
 
（内）灰黒色 
（外）明ｵﾘｰﾌﾞ灰～暗灰色 
 
 
（内）暗灰色 
（外）暗灰色 
 
（内）灰色 
（外）灰色 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 

外器面 内器面 その他 出土地点 層 器種・部位 胎土 計測値 
(cm)

回転ナデ 
 
　 
 
回転ナデ 
 
 
（天井部） 
回転ヘラ切り後、未調整 
（体部） 
回転ナデ 
ヘラケズリ 
→ナデ 
 
（体部） 
回転ナデ 
（底部） 
回転ヘラ切り 
回転ヘラ切り後 
一方向ナデ 
 
 
回転ナデ 
 
横方向ナデ 
 
 
回転ナデ 
 
 
回転ナデ 
 
 
不整方向ナデ 
 
 
細格子状文タタキ 
 
 
（口縁部） 
回転ナデ 
（肩部） 
縦方向の平行文タタキ 
（口縁部） 
回転ナデ 
（胴部） 
タタキ痕 
回転ナデ 
 
 
回転ナデ 
（くびれ部近く） 
横方向ヘラケズリ 

（天井部） 
不整方向ナデ 
（体部） 
回転ヘラケズリ 
回転ナデ 
 
 
（天井部） 
不整方向ナデ 
（体部） 
回転ヘラケズリ 
回転ナデ 
 
 
回転ナデ 
 
 
 
回転ヘラケズリ 
 
　 
 
回転ナデ 
 
未調整 
（脚端部に向かい） 
回転ヘラケズリ 
回転ヘラケズリ 
回転ナデ 
 
回転ナデ 
（脚端部） 
回転ヘラナデ 
平行文当て具痕 
 
 
同心円当て具痕 
 
 
（口縁部） 
回転ナデ 
（肩部） 
同心円当て具痕 
回転ナデ 
 
 
 
回転ナデ 
 
 
回転ナデ 

（つまみ） 
回転ナデ 
 
 
 
　 
 
 
　 
 
 
 
 
 
（高台） 
回転ナデ 
 
 
（底部） 
軽い不整方向ナデ 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 
 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
（くびれ部内器面） 
豆粒状圧痕 

良 
 
 
 
良 
 
 
良 
 
 
 
良 
 
 
良 
 
 
 
不良 
 
 
 
良 
 
良 
 
 
良 
 
 
良 
 
 
良 
 
 

やや良 
 
 
良 
 
 
 
良 
 
 
 
良 
 
 
良 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沈線3条 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口縁部に薄い自然釉 
 
 
 
斜方向の沈線痕跡あり 
 
 
 
沈線2条 
内・外器面に自然釉 
 
突帯2条 
沈線3条 
5条の波状文2条 

（内／外） 
色調 
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第3表　　遺物観察表② 
第７図 

第８図 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

 

4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

 

 

 

8

40トレンチ 

 

 

 

40トレンチ 

 

 

 

40トレンチ 

 

 

 

40トレンチ 

 

 

40トレンチ 

№6 

 

40トレンチ 

 

 

 

 

40トレンチ 

 

 

 

40トレンチ 

№9

上層一括 

 

 

 

北張り出し岸 

粘土層 

 

 

北張り出し岸 

粘土層 

 

 

上層一括 

 

 

5層 

 

 

上層一括 

 

 

 

 

上層一括 

 

 

 

5層 

土師器坏 

口縁～底部 

 

 

土師器盤 

 

 

 

土師器盤 

口縁～底部 

 

 

土師器 

口縁部 

 

土師器 

胴部 

 

土師器甕 

口縁～胴部 

 

 

 

土師器甕 

口縁～くびれ部 

 

 

土師器台付甕 

台部 

細～中砂粒中量 

角セン石・黒雲母粒少量 

赤色粒多量 

 

細砂粒微量 

黒色・赤色粒微量 

 

 

細砂粒少量 

角セン石・雲母粒多量 

赤色粒微量 

 

微砂粒少量 

金雲母微量 

赤色粒微量 

細砂粒少量 

赤色粒多量 

黒色粒微量 

細～中砂粒多量 

黒色・赤色粒多量 

 

 

 

細～中砂粒多量 

角セン石・黒雲母粒多量 

 

 

細～中砂粒多量 

雲母粒多量 

黒色粒多量 

口径　（15.6） 

器高　（5.0） 

厚さ　0.5～ 0.8 

 

口径　（17.6） 

底径　（13.0） 

器高　（2.7） 

厚さ　0.4～ 0.7 

口径　（19.0） 

底径　（10.2） 

器高　（2.9） 

厚さ　0.4～ 0.9 

器高　（3.0） 

厚さ　0.2～ 0.7 

 

最大長　（6.5） 

最大幅　（7.3） 

厚さ　0.3～ 0.4 

口径　（15.8） 

くびれ径　（14.1） 

胴部最大径　（16.2） 

器高　（5.4） 

厚さ　0.5～ 1.2 

口径　（19.4） 

くびれ径　（16.6） 

器高　（3.1） 

厚さ　0.6～ 1.0 

脚径　（10.6） 

器高　（4.7） 

厚さ　0.5～ 1.6

（内）橙色 

（外）橙色 

 

 

（内）淡黄色 

（外）淡黄色 

 

 

（内）にぶい黄橙色 

（外）浅黄橙色 

 

 

（内）灰黄色 

（外）灰黄色 

 

（内）浅黄橙色 

（外）浅黄橙色 

 

（内）明黄褐色 

（外）浅黄橙色 

 

 

 

（内）黒褐色 

（外）灰黄褐色 

 

 

（内）にぶい黄橙色 

（外）にぶい黄橙色 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 

外器面 内器面 その他 出土地点 層 器種・部位 胎土 計測値 
(cm)

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

回転ヘラ切り後、未調整 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

不整方向ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

ナデ 

ナデ 

 

 

ハケ目 

 

 

ナデ 

 

 

 

 

横方向ナデ 

 

 

 

回転ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

不整方向ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

ナデ 

ナデ 

 

 

不整方向ナデ 

 

 

ナデ 

 

 

 

 

斜方向ナデ 

 

 

 

回転ナデ 

 良 

 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

 

 

やや不良 

 

 

 

良 

 

 

 

 

内・外器面に丹塗 

 

 

 

内・外器面に丹塗 

 

 

 

内器面に付着物（黄褐色）あり 

2次焼成痕あり 

 

外器面に煤付着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外器面に丹塗 

1 

 

　 

2

40トレンチ 

№3 

 

40トレンチ 

№5

5層 

 

 

5層 

平瓦 

 

 

平瓦 

細～大砂粒多量 

 

 

細砂粒多量 

最大長　（8.1） 

最大幅　（7.6） 

厚さ　2.4～ 2.8 

最大長　（9.7） 

最大幅　（7.6） 

厚さ　1.9～ 2.5

（凹／凸） 

（凹）にぶい黄橙色 

（凸）にぶい橙色 

 

（凹）褐灰色 

（凸）橙色 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 

凹面 凸面 側面 出土地点 層 器種・部位 胎土 計測値 
(cm)

微かに布目痕 

 

 

布目痕 

模骨痕 

不明瞭 

 

 

不明瞭 

不明瞭 やや良 凸面に段あり 

（内／外） 
色調 

（凸／凹） 
色調 
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第9図　28トレンチF・G地区出土
須恵器実測図

第２節　貯水池跡28トレンチF・G地区出土の遺物

１　出土状況について
貯水池跡28トレンチF・G地区の調査は、第23次として実施した（既報告）。当該調査の概要を述べると、

28トレンチF地区の未掘削箇所（北西側）とそれに隣接したG地区（8.0m×8.0m）において、第22次調査

時において28トレンチC地区南西壁土層断面で検出した堰堤跡の平面形状の把握を主目的としたもので、堰

堤跡は池岸に向かい撥状に開く形状であることを確認した。

今回掲載した遺物は、当該調査で出土した遺物である。その出土状況はほとんどが散発的であるが、遺物

を比較的多く包含する層が把握できた点で比較的まとまりのあるものと言って良い。遺物を比較的多く包含

する層としては、貯水池跡基本層序②～③層、⑤～⑥層、堰堤跡頂部を被覆する⑦～⑧層、⑩層がある。特

に、⑥層から瓦と礫の集中箇所を検出した。これは、第22次調査で検出したF地区SX01の西方向への延長

として捉えることができ、意図的なものが窺える。

２　出土遺物
須恵器

第9図は貯水池跡28トレンチF・G地区から出土した須恵器である。各遺物の包含層は、7、9が②層、2、

10が③層、8が⑥層、1、5、6が⑦層、4が⑩層である。

1～3は蓋である。1は天井部片で、径2.2cmのやや扁平な宝珠状つまみを持つ。胎土は精選されており、

外器面に厚く自然釉が付着する。2、3は口縁部片である。2は端部近くでやや外反し、端部を丸く仕上げる。

端部内側に形骸化したかえりを持つ。3は天井部からほほ垂直に屈曲した口縁部となる。端部はやや尖り気
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味。4は坏である。残存状況が良く、口径9.6cm、器高4.4cmと小型品で、たちあがりは内傾し、端部をやや

尖り気味に仕上げる。底部は切り離し後、一方向の軽いナデ調整を施す。5は坏底部である。底部はやや内

湾し、丸みを帯びながら体部へとたちあがる。6～8は高台付坏片である。6は底部端よりやや内側に高台を

付し、高台は外反しながら下り端部は丸い。7は底部端よりさらに内側に高台を付し、高台は外傾し、端部

を平たい。8は底部と体部の境がさほど明瞭ではなく、体部は内湾しながらたちあがり、椀状となる。高台

はほぼ垂直に下り、端部を外方向につまみ出す。端部は平たい。9は甕の口縁部片である。外反しながらた

第10図　28トレンチF・G地区出土
土師器実測図
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ちあがり、端部近くに突帯を付す。端部は平たい。端部近くには、丁寧な波状文が巡る。比較的丁寧な作り

である。10は甕片である。口縁部は外反し、端部をやや下方につまみ出し、平たく仕上げる。くびれ内面に

は、連続へら押え痕が一部に認められる。

土師器

第10図は貯水池跡28トレンチF・G地区から出土した土師器片である。各遺物の包含層は、12、13が③

層、14が⑥層、3、4、9、10が⑦層、1、2、15が⑩層である。7は、⑩、⑫層の接合資料である。このほか、

8は堰堤跡の頂部直上からの出土、6は調査区一括の遺物である。

1は蓋である。ほぼ完形で、口径が11.2cmと比較的小さい。天井部と体部との境がさほど明瞭でなく、体

部は垂直に下り、口縁端部は丸い。器面は丁寧な回転ナデ調整を施し、比較的丁寧な作りである。底部外器

面に「Z」状のヘラ記号を刻む。2～4は坏である。2は口縁～体部片である。体部は内湾しながら立ち上が

り、端部はやや尖り気味に仕上げる。3は口縁～底部片である。口径9.6cm、器高2.6cmと小さく、体部はや

や外反しながら立ち上がり、端部は丸い。4は口縁部片である。端部近くで内側への屈曲を伴い、外反させ

る。端部は尖り気味。屈曲部内器面に爪痕が残る。5は口縁部～底部片である。底部と口縁部との境に明瞭

な段を有し、やや内湾させながら立ち上がる。端部をやや丸く仕上げる。6は高坏の坏部片である。やや内

湾しながら立ち上がり、端部近くで直立する。端部はやや尖る。7は高坏脚部片である。ほぼ垂直に下り、

1／2程で撥状に拡がる。端部は外上方に跳ね上げられ、やや平たく仕上げる。外器面から脚端部近くの内

器面まで比較的丁寧な回転ナデ調整を施す。8、9は小型甕片である。8は口縁～胴部片で、やや浅く内湾す

る胴部から口縁部はやや外反しながら外方向に延び、端部を丸く仕上げる。9は8よりやや大きく、胴部は

ほぼ直立気味である。内器面をみるとくびれ部を明瞭に作り出しているが、外器面のくびれ部はやや外反す

る程度である。端部を丸く仕上げる。10、11は甕片である。10は口縁～くびれ部片で、器壁が比較的厚い。

口縁部は深く外傾する。11は口縁～胴部片で、口縁部はやや外反し、端部は丸く仕上げる。胴部外器面に斜

方向のハケ目調整を施す。12～15は甑の把手である。12、13は外上方にほぼ直線的に延び、12は13に比べ

短く鈍重な作りである。14、15は端部を明確に上方につまみ上げ、15は14に比べ端部を鋭角に仕上げる。

丸瓦

第11図は貯水池跡28トレンチF・G地区より出土した丸瓦の実測図である。

1は端部の瓦片である。凹面に布目痕と紐状圧痕、ナデ調整の痕跡が観察できる。凸面には指圧痕が見ら

れる。側端部、下端部は共にヘラナデ調整で折り取り痕等は見当たらない。2は凹面に布目痕があり、凸面

と側端部は丁寧なナデで平滑に仕上げる。3は凹面に布目痕、紐状圧痕、突起痕等が見受けられる。また、

狭端部から2～3㎝ほどはナデ消しを行っている。側端部は切れ目、折り取り痕があり、折り取り後は未調

整。上端断面はナデが施されるが、かなり雑な仕上げである。4は布目痕、模骨痕が大部分磨耗しており、

ほんのわずかその痕跡が窺われるのみである。側端部も薄くナデの痕跡が見られるがやはり磨耗が著しい。

5は凹面に布目痕の他、縦方向に走る櫛描条線文が観察できる。凸面、側端面はヘラナデで仕上げる。

平瓦

第12～14図はいずれも貯水池跡28トレンチF・G地区より出土した平瓦の実測図である。

1は全体的に摩滅が著しいが、凹凸面共に二条のヘラ描条線が走る。凹面の条線は側端部付近に縦方向、

凸面の条線は面中央部に斜方向に施される。側端部、上端部は共にヘラナデで仕上げる。2は凹面に模骨痕

とわずかに布目痕が残り、端部はヘラナデ調整。3は凹面に模骨痕、布目痕、凸面に正方形の格子目タタキ

痕が残る。形状は長方形を呈し、各側端部は平滑である。側端部の仕上げが摩滅によるものか、調整による
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第11図　28トレンチF・G地区出土
丸瓦実測図

ものか明確には判別しがたいため平瓦に分類するが、一部に垂直方向への加工のごとき凹凸が看取しうるこ

とから、19次調査以降、数点報告している瓦二次加工品の可能性も捨てきれない。今後の検討を要する。4

は凹面に模骨痕、布目痕が見られ、布目痕はその後、縦方向にナデ消してあるのが観察できる。凸面は長方

形の格子目タタキと縦横へのナデが施されている。5は凹面に段差状の模骨痕と布目痕が残る。凸面はタタ

キはなくナデで仕上げる。側端部は全体的にヘラナデで仕上げられている。6、7、8はいずれも凸面に長方

形格子目タタキ、凹面に布目痕、側端部に切れ目、折り取り痕が見られる。6、7の凹面には模骨痕も確認で
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第12図　28トレンチF・G地区出土
平瓦実測図①
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第13図　28トレンチF・G地区出土
平瓦実測図②
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第14図　28トレンチF・G地区出土
平瓦実測図③
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第15図　28トレンチF・G地区出土
瓦二次加工品実測図

き、6はさらに模骨に対し直交する紐状圧痕も残存する。また、折り取り後のナデ調整を施すのも1のみで

ある。7、8は断面は未調整である。9は凹面に模骨痕、布目痕、凸面に横方向へのヘラナデが見られる。側

端部は切れ目、折り取る形で作り、後、断面全体にナデ調整を施す。10、11は大型の平瓦片で、凹面に布目

痕、紐状圧痕、指頭痕があり、凸面にタタキ痕が見られない点等が共通する。側端部は、10には折り取り痕

が見られない粗めのナデ仕上げ、11は折りとった後にナデを施す。11の広端部はヘラナデで調整されてい

る。

瓦二次加工品

第15図は28トレンチF・G地区から出土した、平瓦を方形に打ち欠いた二次加工品の実測図である。鞠智

城跡ではこれまでに、方形のもの以外に円形に加工した製品も出土している。いずれも手のひらに納まる程

度の大きさであることが共通しているが、用途に関しては依然不明である。

1はやや薄手の平瓦を素材にしており、凹面に布目痕が残る。2は厚手の平瓦を使用し、凹面に布目痕と

ヘラ調整の痕跡、凸面に正方形の格子目タタキが観察される。いずれも平瓦本来の端部は利用しておらず、

打ち欠き後の断面調整は施されていない。
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第4表　　遺物観察表③ 
第９図 

第10図 

1 

 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

 

 

8 

 

 

 

9 

 

10

28トレンチG区 

№8703 

 

 

28トレンチG区 

 

 

67号建物跡南 

小トレンチ 

 

28トレンチG区 

№9024 

 

 

28トレンチG区 

№8682 

 

28トレンチG区 

№9178 

 

28トレンチG区 

 

 

 

 

28トレンチF区 

№8801 

 

 

28トレンチG区 

 

28トレンチG区 

⑦層 

 

 

 

③層 

 

 

 

 

 

⑩層 

 

 

 

⑦層 

 

 

⑦層 

 

 

②層 

 

 

 

 

⑥層 

 

 

 

②層 

 

③層 

須恵器蓋 

天井部 

 

 

須恵器蓋 

口縁部 

 

須恵器蓋 

口縁～天井部 

 

須恵器坏 

 

 

 

須恵器坏 

底部 

 

須恵器高台付坏 

底部 

 

須恵器高台付坏 

底部 

 

 

 

須恵器高台付坏 

底部 

 

 

須恵器甕 

口縁部 

須恵器甕 

口縁～くびれ部 

細砂粒少量 

黒色粒少量 

 

 

細砂粒微量 

黒色粒多量 

 

細砂粒多量 

 

 

細～大砂粒多量 

黒色粒微量 

 

 

細砂粒少量 

黒色粒少量 

 

細砂粒少量 

黒色粒少量 

 

細～中砂粒少量 

黒色粒微量 

 

 

 

細～中砂粒少量 

 

 

 

細砂粒少量 

 

細～中砂粒少量 

黒色粒少量 

つまみ径　2.2 

つまみ高　1.2 

器高　（2.7） 

厚さ　0.5～ 0.8 

口径　（17.8） 

器高　（1.8） 

厚さ　0.4～ 0.5 

口径　（13.2） 

器高　（1.6） 

厚さ　0.3～ 0.6 

口径　9.6 

底径　4.6 

器高　4.4 

厚さ　0.3～ 0.8 

底径　（6.2） 

器高　（1.2） 

厚さ　0.7～ 1.0 

器高　（2.1） 

高台高　1.1 

厚さ　0.4～ 0.7 

底径　（10.2） 

器高　（1.9） 

高台径　（8.8） 

高台高　0.8 

厚さ　0.5～ 0.7 

器高　（2.7） 

高台径　（8.2） 

高台高　0.7 

厚さ　0.4～ 0.8 

最大長　（9.5） 

厚さ　1.0～ 1.1 

口径　（18.2） 

くびれ径　（16.5） 

器高　（5.0） 

厚さ　0.7～ 1.3

（内）灰白色 

（外）暗ｵﾘｰﾌﾞ灰色 

 

 

（内）灰白色 

（外）灰白色 

 

（内）灰色 

（外）灰色 

 

（内）暗灰色 

（外）暗灰色 

 

 

（内）ｵﾘｰﾌﾞ灰色 

（外）ｵﾘｰﾌﾞ灰色 

 

（内）灰白色 

（外）灰白色 

 

（内）灰白色 

（外）灰白色 

 

 

 

（内）灰色 

（外）灰色 

 

 

（内）灰黄色 

（外）灰黒色 

（内）灰色 

（外）灰色 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 

外器面 内器面 その他 出土地点 層 器種・部位 胎土 計測値 
(cm)

（天井部） 

回転ナデ 

 

 

回転ナデ 

 

 

回転ナデ 

 

 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

一方向ナデ 

不整方向ナデ 

 

 

（底部） 

回転ヘラ切り後、未調整 

 

（底部） 

回転ヘラ切り後、未調整 

 

 

 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

回転ヘラ切り後、未調整 

ヨコナデ 

 

（口縁部） 

回転ナデ 

（胴部） 

平行文タタキ 

（天井部） 

不整方向ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

回転ナデ 

 

 

回転ナデ 

 

 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

不整方向ナデ 

回転ナデ 

 

 

ナデ 

 

 

回転ナデ 

 

 

 

 

回転ナデ 

 

 

 

ヨコナデ 

 

回転ナデ 

（つまみ部） 

回転ナデ 

 

 

（口縁端部） 

部分的な縦方向のケズリ 

 

 

　 

 

 

　 

 

　 

 

　 

 

（高台） 

回転ナデ 

 

（高台） 

回転ナデ 

 

　 

 

（高台） 

回転ナデ 

 

　 

 

 

（くびれ内器面） 

連続ヘラ押え痕 

良 

 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

良 

外器面に厚く自然釉付着 

 

 

 

外器面に薄く自然釉付着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高台内に薄く自然釉付着 

 

 

 

 

 

 

 

 

波状文 

（内／外） 
色調 

1 

 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

 

28トレンチG区 

№9036 

 

 

28トレンチG区 

№9061 

 

28トレンチF区 

№8821 

 

 

⑩層 

 

 

 

⑩層 

 

 

⑦層 

 

 

 

土師器蓋 

 

 

 

土師器坏 

口縁～底部 

 

土師器坏 

口縁～底部 

 

 

細～大砂粒少量 

 

 

 

微砂粒微量 

雲母粒微量 

黒色粒微量 

細砂粒少量 

黒色粒少量 

 

 

口径　11.2 

器高　3.9 

厚さ　0.2～ 0.9 

 

口径　（12.4） 

器高　（3.4） 

厚さ　0.3～ 0.6 

口径　（9.6） 

器高　（2.6） 

底径　（6.9） 

厚さ　0.3～ 0.5

（内）浅黄橙色 

（外）浅黄橙色 

 

 

（内）灰白色 

（外）灰白色 

 

（内）灰白色 

（外）灰白色 

 

 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 

外器面 内器面 その他 出土地点 層 器種・部位 胎土 （内／外） 
色調 計測値 

(cm)

（天井部） 

ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

回転ヘラ切り後、未調整 

（天井部） 

回転ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

 

（体部） 

回転ナデ 

（底部） 

一方向ナデ 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

良 

 

 

 

やや良 

 

 

やや不良 

 

 

 

外器面に「Z」状のヘラ記号 

 

 

 

内・外器面に暗灰色の付着物あり 

 

 

 

 

 

第4表　　遺物観察表③
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第11図 

4 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

 

 

8 

 

 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14

28トレンチF区 

№8821 

 

 

28トレンチF・G区 

 

 

28トレンチG区 

№8952 

№9145 

28トレンチG区 

№9046 

 

 

 

28トレンチF区 

№8913 

 

 

28トレンチF区 

№8910 

 

 

28トレンチG区 

№9117 

 

 

28トレンチF・G区 

 

28トレンチF・G区 

 

28トレンチG区 

№8855 

28トレンチG区 

№9025

⑦層 

 

 

 

一括 

 

 

⑩層 

⑫層 

 

堰堤直上 

 

 

 

 

⑦層 

 

 

 

⑦層 

 

 

 

⑫層 

 

 

 

③層 

 

③層 

 

⑥層 

 

⑩層 

土師器坏 

口縁部 

 

 

土師器高坏 

口縁～底部 

 

土師器高坏 

脚部 

 

土師器小型甕 

口縁～胴部 

 

 

 

土師器小型甕 

口縁～胴部 

 

 

土師器甕 

口縁～くびれ部 

 

 

土師器甕 

口縁～胴部 

 

 

土師器甑 

把手 

土師器甑 

把手 

土師器甑 

把手 

土師器甑 

把手 

細～中砂粒微量 

赤色粒微量 

 

 

細砂粒少量 

黒色粒多量 

赤色粒微量 

細～大砂粒少量 

赤色粒少量 

 

細～大砂粒多量 

角セン石・雲母粒多量 

 

 

 

中砂粒多量 

 

 

 

細砂粒少量 

角セン石・雲母粒多量 

赤色粒多量 

 

細～大砂粒少量 

角セン石・雲母粒少量 

赤色粒中量 

 

中砂粒多量 

赤色粒多量 

大砂粒多量 

 

細～大砂粒多量 

黒雲母粒多量 

大砂粒多量 

口径　（11.0） 

器高　（2.1） 

厚さ　0.2～ 0.4 

 

口径　（14.2） 

器高　（4.0） 

厚さ　0.2～ 0.6 

脚径　（9.8） 

器高　（6.1） 

厚さ　0.3～ 1.4 

口径　（10.4） 

くびれ径　（9.1） 

胴部最大径　（9.7） 

器高　（5.7） 

厚さ　0.5～ 1.0 

口径　（15.4） 

くびれ径　（14.1） 

器高　（5.6） 

厚さ　0.4～ 1.2 

口径　（18.2） 

くびれ径　（15.5） 

器高　（4.0） 

厚さ　0.5～ 1.3 

口径　（28.2） 

くびれ径　（25.0） 

器高　（7.9） 

厚さ　0.4～ 1.2 

器高　（6.4） 

最大厚　（6.4） 

器高　（6.6） 

最大厚　（6.3） 

器高　（5.8） 

最大厚　（5.2） 

器高　（5.5） 

最大厚　（6.2） 

（内）橙色 

（外）橙色 

 

 

（内）灰白色 

（外）灰白色 

 

（内）橙色 

（外）橙色 

 

（内）浅黄色 

（外）灰白色 

 

 

 

（内）にぶい赤褐色 

（外）にぶい赤褐色 

 

 

（内）浅黄橙色 

（外）浅黄色 

 

 

（内）にぶい黄橙色 

（外）にぶい黄橙色 

 

 

（内）明黄褐色 

（外）にぶい黄橙色 

（内）にぶい橙色 

（外）にぶい橙色 

（内）淡黄橙色 

（外）淡黄橙色 

（内）にぶい橙色 

（外）にぶい橙色 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 

外器面 内器面 その他 出土地点 層 器種・部位 胎土 （内／外） 
色調 計測値 

(cm)

（体部） 

回転ナデ 

（端部近く） 

未調整 

回転ナデ 

 

 

回転ナデ 

 

 

ナデ 

 

 

 

 

（口縁部） 

回転ナデ 

（胴部） 

斜方向ナデ 

回転ナデ 

 

 

 

（口縁部） 

回転ナデ 

（体部） 

斜方向のハケ目 

ナデ 

 

ナデ 

 

ナデ 

 

ナデ 

（体部） 

回転ナデ 

 

　 

回転ナデ 

 

 

（端端部近く） 

回転ナデ 

 

ナデ 

 

 

 

 

（口縁部） 

ナデ 

（くびれ部） 

斜方向ケズリ 

回転ナデ 

 

 

 

（口縁部） 

回転ナデ 

（体部） 

斜方向ナデ 

ナデ 

 

ケズリ 

 

横方向ナデ 

 

ケズリ 

ナデ 

（くびれ部） 

爪痕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

（くびれ下部） 

指頭痕 

良 

 

 

 

やや良 

 

 

良 

 

 

やや良 

 

 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

やや良 

 

良 

 

良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外器面に2次焼成痕あり 

 

 

 

 

内・外器面ともやや黒ずむ 

 

 

 

外器面に2次焼成痕あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

把手下部に2次焼成痕あり 

 

把手下部に2次焼成痕あり 

 

把手下部に僅かな2次焼成痕あり 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

5

28トレンチG区 

 

 

28トレンチG区 

№8796 

 

28トレンチG区 

 

 

28トレンチG区 

№8809 

 

28トレンチG区 

②層 

 

 

⑦層 

 

 

③層 

 

 

⑥層 

 

 

④層 

丸瓦 

 

 

丸瓦 

 

 

丸瓦 

 

 

丸瓦 

 

 

丸瓦 

微砂粒多量 

 

 

緻密 

 

 

細砂粒微量 

 

 

黒雲母微量 

 

 

細砂粒多量 

最大長　（8.6） 

最大幅　（6.2） 

厚さ　1,7～ 2.1 

最大長　（8.5） 

最大幅　（10.5） 

厚さ　1.0～ 1.8 

最大長　（16,3） 

最大幅　（7.8） 

厚さ　1.4～ 2.1 

最大長　（6.9） 

最大幅　（7.2） 

厚さ 

最大長　（9.7） 

最大幅　（7.9） 

厚さ　2.1～ 2.5

（凸）黄灰色 

（凹）灰白色 

 

（凸）明ｵﾘｰﾌﾞ灰色 

（凹）灰白色 

 

（凸）黄灰・灰色 

（凹）灰色 

 

（凸）にぶい橙・橙色 

（凹）橙色 

 

（凸）明ｵﾘｰﾌﾞ灰・灰・灰褐色 

（凹）灰褐色 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 

凸面 凹面 側面 出土地点 層 器種・部位 胎土 （凸／凹） 
色調 計測値 

(cm)

ヘラナデ 

指頭痕 

 

ヘラナデ 

一部に指頭痕 

 

ナデ 

 

 

ナデ 

 

 

ヘラナデ 

布目痕 

 

 

布目痕 

 

 

布目痕 

ひも状圧痕 

 

布目痕 

模骨痕 

ひも状圧痕 

布目痕 

櫛描条線文 

ヘラナデ 

 

 

ヘラ調整 

 

 

切り取り 

（側端） 

ナデ 

ナデ 

 

 

ヘラナデ 

良 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

不良 

 

 

良 

 

第5表　　遺物観察表④
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第12～14図 

第15図 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

10 

 

 

 

11

28トレンチG区 

 

 

28トレンチG区 

 

 

28トレンチG区 

 

 

28トレンチG区 

 

 

28トレンチF区 

№8637 

 

28トレンチG区 

№8866 

 

28トレンチF区 

№8640 

 

 

28トレンチG区 

 

 

28トレンチF区 

№8785 

 

28トレンチF区 

№8613 

 

 

28トレンチF区 

№8641

②層 

 

 

③層 

 

 

②層 

 

 

②層 

 

 

⑤層 

 

 

⑦層 

 

 

⑤層 

 

 

 

②層 

 

 

⑤層 

 

 

⑥層 

 

 

 

⑤層 

平瓦 

 

 

平瓦 

 

 

平瓦 

 

 

平瓦 

 

 

平瓦 

 

 

平瓦 

 

 

平瓦 

 

 

 

平瓦 

 

 

平瓦 

 

 

平瓦 

 

 

 

平瓦 

黒雲母多量 

中砂粒多量 

 

細砂粒微量 

 

 

緻密 

 

 

細砂粒微量 

 

 

黒色粒多量 

 

 

黒雲母少量 

 

 

黒色砂粒少量 

 

 

 

細砂粒多量 

 

 

緻密 

 

 

細砂粒多量 

 

 

 

黒色・赤色粒多量 

微～中砂粒多量 

最大長　（7.5） 

最大幅　（8.8） 

厚さ　2.0～ 2.5 

最大長　（6.7） 

最大幅　（9.3） 

厚さ　1.0～ 2.2 

最大長　（7.7） 

最大幅　（9.9） 

厚さ　2.4～ 2.7 

最大長　（8.7） 

最大幅　（10.4） 

厚さ　1.4～ 1.9 

最大長　（13.4） 

最大幅　（11.6） 

厚さ　1.4～ 2.5 

最大長　（12.8） 

最大幅　（11.4） 

厚さ　2.0～ 2.4 

最大長　（13.3） 

最大幅　（14,2） 

厚さ　2.2～ 2.5 

 

最大長　（16.2） 

最大幅　（9.4） 

厚さ　2.0～ 2,4 

最大長　（12.4） 

最大幅　（9.1） 

厚さ　1.3～ 1.7 

最大長　（19.1） 

最大幅　（11.0） 

厚さ　1.6～ 2.7 

 

最大長　（19.8） 

最大幅　（15.9） 

厚さ　1.8～ 3.1

（凹）橙色 

（凸）橙色 

 

（凹）灰白色 

（凸）灰白色 

 

（凹）灰色 

（凸）灰白色 

 

（凹）灰白色 

（凸）灰色 

 

（凹）灰白色 

（凸）灰白色 

 

（凹）浅黄橙色 

（凸）浅黄橙色 

 

（凹）灰色 

（凸）灰色 

 

 

（凹）灰白色 

（凸）灰白色 

 

（凹）灰色 

（凸）灰白色 

 

（凹）にぶい橙・黄灰色 

（凸）にぶい橙・褐灰色 

 

 

（凹）橙色 

（凸）橙色 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 
凸面 凹面 側面 出土地点 層 器種・部位 胎土 （凹／凸） 

色調 計測値 
(cm)

ナデ 

縦方向の2条の沈線 

 

僅かに布目痕 

模骨痕 

 

布目痕 

模骨痕 

 

布目痕 

模骨痕 

→ヨコナデ 

布目痕 

模骨痕 

（4.5cm） 

布目痕 

模骨痕 

ひも状圧痕 

布目痕 

模骨痕 

ひも状圧痕 

→ヘラナデ 

布目痕 

 

 

布目痕 

模骨痕 

（模骨単位幅3.4cm） 

布目痕 

ひも状圧痕 

指頭痕 

→ヘラナデ 

布目痕 

模骨痕 

ひも状圧痕 

指頭痕 

ヘラ条痕 

 

 

 

 

 

格子タタキ 

ヨコナデ 

 

格子タタキ 

→ヨコナデ 

 

ナデ 

 

 

長方形タタキ 

 

 

長方形格子タタキ 

→横方向ナデ 

 

 

格子タタキ 

 

 

ヨコナデ 

 

 

タテ方向ナデ 

 

 

 

ナデ 

（側端）ナデ 

（狭端）ナデ 

 

（側端）ナデ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（側端）ヘラナデ 

（狭端）ヨコナデ 

 

折り取り 

→ナデ 

 

切り込み 

折り取り 

 

 

切り込み 

折り取り 

 

切り込み 

折り取り 

→ナデ 

ナデ 

 

 

 

（側端） 

切れ目痕 

→ナデ 

（広端） 

ヘラナデ 

やや良 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

やや良 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

良 

 

 

 

良 

 

1 

 

 

2

28トレンチF区 

№8916 

 

28トレンチG区 

№8867

⑦層 

 

 

⑦層 

87 

 

 

139

瓦二次加工品 

 

 

瓦二次加工品 

微細粒少量 

 

 

黒雲母微量 

最大長　（6,1） 

最大幅　（6.2） 

厚さ　1.5～ 1.7 

最大長　（7.3） 

最大幅　（6.3） 

厚さ　2.0～ 2.2

（凹）浅黄橙色 

（凸）浅黄橙色 

 

（凹）明オリーブ灰色 

（凸）灰白色 

No. 備　　考 焼成 
調整・文様 

凸面 凹面 出土地点 層 器種・部位 胎土 （凹／凸） 
色調 計測値 

(cm)
重量 
(g)

布目痕 

 

 

布目痕 

ヘラ調整 

ナデ 

 

 

格子タタキ 

ナデ 

良 

 

 

良 

 

第6表　　遺物観察表⑤
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第１節　貯水池跡北側の構造について

貯水池跡の調査については、第1章で述べたとおり、主として南側に設定した28トレンチ各地区の調査を

先行させ、これまでに、貯水構造に伴う堰堤跡、渇水時期の引水に伴う取水口・石敷遺構、建築材等の貯木

場跡、水汲み場である木組遺構と池跡の構造及びその性格を表すような各種遺構を検出するなどの大きな成

果を上げてきた。貯水池跡の北側については、第19次調査の池跡範囲確認トレンチを除くと、今回の40ト

レンチ調査が初めてとなる。ここでは、その成果について若干の考察を加えたい。

当該調査で検出した明確な遺構としては、調査区40トレンチ南張り出し部の積土構造のみである。調査

が局所的なものであるため全体構造及びその性格については不明で、現段階では、平成9年度の池跡範囲確

認調査における水成粘土の堆積状況から、池中央に大きく張り出した池岸と言わざるを得ない。しかし、28

トレンチE・F地区の池岸を単純な削り出しにより整形し柵列を巡らしていた状況との相違から、何らかの

用途のため積土により張り出し部を設けたものと思われる。また、当該積土に古代の遺物（細かな時期は不

明）を包含しており、当該遺構は、創建当初からある一定の時期を経て構築された可能性が高い。

また、今回の調査では、調査区北の張り出し岸法面の残存粘土層から2個体分の丹塗り土器（第7図2、3）

を検出し、第5層からも土師器甕の丹塗り台部（第7図8）を検出した。これは、比較的まとまりのある出土

状況と言え、土器の特異性から近隣に祭祀関連の遺構が所在する可能性が考えられる。

このほか、池の造成に当たっては、貯水池造成の際に伐採されたと思われる池底の砂礫層に食い込んだ樹

根や前時代遺物の細片の存在などから、前時代からの自然流路をそのまま取り込み造成が為されたことが判

明した。これは、基本層序⑮層（池底）から縄文、弥生土器片を出土した28トレンチ周辺と同様の造成が

為されたものといえる。

第２節　今後の課題

今回の調査は局所的なものとなり、残念ながら池跡北側の構造解明には至らず調査を終えた。池跡北側に

おける今後の課題として、まず、南張り出し部の全体構造の解明が上げられる。先端部に堰堤が取り付く可

能性もあり、東方向への確認調査が必要である。また、28トレンチ基本層序と40トレンチ層序との対応関

係であるが、第Ⅱ章第1節で一応の見解を提示したものの、当該2地点は池跡の上と下に位置し、直線距離

で100m強離れている関係で堆積状況に相違が生じている可能性もある。28トレンチと40トレンチの調査成

果の整合性を厳密に求めるならば、これら2地点の各層序をつなぐ調査の必要がある。また、貯水池跡調査

の全体的な課題としては、水成粘土層各層出土の遺物の細かな分析や古環境復元のための自然科学分析によ

り、池跡の埋没過程等の解明が上げられる。

第26次調査では、貯水池跡の最下部、谷が最も狭まる地点の調査を予定しており、池の最終的な堰堤や

水門等の遺構の存在が想定される最も重要な地点と考えている。当該地点の調査成果を待ち、上記の課題を

含めた調査の方向性について検討したい。

第Ⅲ章 総 括
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図　　版





図版1

貯水池跡40トレンチ全景



貯水池跡40トレンチA地区西壁

図版2

北側

中央

南側



図版3

貯水池跡40トレンチA地区完堀状況



図版4

貯水池跡40トレンチA地区池底

貯水池跡40トレンチ樹根



図版5

貯水池跡40トレンチA地区板状木製品



図版6

須恵器

貯水池跡40トレンチA地区出土遺物

第6図　1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12



図版7

第6図　13、14、15、16

須恵器

貯水池跡40トレンチA地区出土遺物



図版8

第7図　2、3（平面）

土師器

貯水池跡40トレンチA地区出土遺物



図版9

第7図　2（立面）

土師器

貯水池跡40トレンチA地区出土遺物

第7図　3（立面）

第7図　1、4、5、6、7、8



図版10

第8図　凹面

平瓦

貯水池跡28トレンチF・G地区出土遺物

貯水池跡40トレンチA地区出土遺物

第8図　凸面

第9図　4（立面）

須恵器

第9図　8（立面）



図版11

須恵器

貯水池跡28トレンチF・G地区出土遺物

第9図



図版12

第10図

第10図　1（立面）

土師器

貯水池跡28トレンチF・G地区出土遺物



図版13

丸瓦　瓦二次加工品

貯水池跡28トレンチF・G地区出土遺物

第11、15図　凸面

第11、15図　凹面



貯水池跡28トレンチF・G地区出土遺物

図版14

平瓦

第12図　凹面

第12図　凸面



図版15

平瓦

第13図　凹面

第13図　凸面

貯水池跡28トレンチF・G地区出土遺物



図版16

平瓦

第14図　凹面

第14図　凸面

貯水池跡28トレンチF・G地区出土遺物
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